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実績額

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① ふるさとかるた配布部数 1,000 部 平成28年3月 1,000

指標② 観光ビデオインターネット閲覧数 100 件 平成28年3月 0

指標③ 唐古・鍵考古学ミュージアムの年間利用者数 9,000 人 平成28年3月 8,133

指標④

指標⑤

指標① デマンドタクシー利用者数 4,700 人 平成28年3月 5,298

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
ハイリスクや要支援家庭において、妊娠・出産により、虐

待の重症度が上がった家庭
0 件 平成28年3月 4

指標② 支援を行った家庭で第２子以降を出産した件数 7 件 平成28年3月 0

指標③

指標④

指標⑤

指標① 事業実施する3保育園での受け入れ児童数 110 人 平成28年3月 101

指標② 年間出生者数 270 人 平成28年3月 236

指標③

指標④

指標⑤

指標①
制度を利用して不妊治療を行ったことにより出産した件

数
5 件 平成28年3月 2

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 耕作面積 8,420,331 m2 平成28年3月 8,245,750

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① やどかり市出店者数 15 件 平成28年3月 17

指標②

指標③

指標④

指標⑤

見直しを行う

地方創生に効果
があった

地方創生に効果
があった

地方創生に効果
がなかった

地方創生に効果
があった

地方創生に効果
がなかった

地方創生に効果
がなかった

地方創生に効果
があった

各事業の評価等を踏まえた地方版総合戦略の見直しの有無 地方版総合戦略を見直した場
合はその内容。見直しを行わ
ないこととした場合はその理
由

総合戦略に掲載されている各数値目標とKPIについて、算出方法の誤りがある箇所があったため、それらについて修正を行った。

8 田原本駅前活性化事業 基礎交付 1,900,800
総合戦略のKPI
達成に有効で
あった

年に１回、２回ではなく定期的に毎月何日にはやどかり市
の日などになればいいと思う。

総合戦略のKPI
達成に有効とは
言えない

子育て支援事業で防災頭巾を購入することになった経緯
は。
子育て支援事業は、これから一番重要なことであるので、
次につなげることができるものがあればいいと思うが、そう
いうものを考えているのか。

事業の継続

2歳児未満保育補助事業は、保育所入所間もない1歳児
の生活を早期に安定させることで、母親の復職支援を行う
ものであり、単年度では効果は得られにくいため継続した
事業実施が必要である。避難訓練を通じて、幼児期に防
災教育の基礎を学び、災害に対応できる人材作りを目指
す。

4 産前・産後ヘルパー派遣事業 基礎交付 0
総合戦略のKPI
達成に有効とは
言えない

実際の事業は利用者がいなかったが、昨年度は13人ハイリ
スクの方がいたという実績があるので、交付金の有無にか
かわらず、実施していくのか。
利用がゼロでしたという評価はしにくい面があるが、28年
度、29年度の交付金と事業継続の方向性は。

追加等更に発展させる
前年度の事業で一定の効果が見られたこと。また、周辺
店舗の事業者の意識向上が見られることから、発展（対象
エリア、実施回数増）させて事業を実施していく。

No

④ ⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名称

事業の継続

特定不妊治療が必要な夫婦が妊娠できる確率は低く、治
療が複数回必要となってくる場合が多く、経済的な負担は
大きい。経済的な負担が軽くなることで、治療を継続して
受けようとするきっかけになると思われるため、この事業
を継続すると共に、対象者の拡大についても考えていきた
い。

7 農業担い手への集積補助事業 基礎交付 0
総合戦略のKPI
達成に有効とは
言えない

担い手への農地の集積を推進するには、利益率が高く栽培
しやすい品目を誘導することも必要ではないのか。
新規参入を促すためには、水稲作付け以外も想定した営農
指導を行うべきではないのか。

予定通り事業終了
本事業は予定通り終了するが、担い手への集積について
は、これまで同様に関係各所と連携して継続していく。

6 不妊治療助成事業 基礎交付 839,550
総合戦略のKPI
達成に有効とは
言えない

他市町村では、一般不妊治療の助成を行っている市町村
が多い。

事業の継続

事業対象となる家庭は少ないが、条件に該当する場合、
中には虐待等のリスクが非常に高い家庭も含まれるた
め、虐待の予防、重症化の予防として、事業の継続は必
要である。

5 子育て世代支援事業 基礎交付 10,339,240

交付金の種類
本事業における重要業績評価指標（KPI）

本事業終了後における実
績値

外部有識者からの評価

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施結果報告
（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

事業の継続

事業の一部であるふるさとかるた作成事業について地域
教育の観点から効果が期待されるため、今後も継続して
作成・配付や、かるたを活用したかるた大会等の取組を続
けていく。また、ミュージアムのリニューアルを行い唐古・
鍵遺跡史跡公園の遺構展示施設や交流促進施設と連携
を図ることで、観光拠点を構築する。

3 買物弱者に対する買物支援サービス事業 基礎交付 33,600
総合戦略のKPI
達成に有効とは
言えない

効果が出ているのであれば、そのまま事業を進めればいい
のでは。
運転免許証を返納した人に対しては、ずっと無料にしない
のか。
見守り活動で業務提供させていただいてる。買い物難民の
かたの紹介を受ければサービスを提供することができる。

事業内容の見直し（改善）

運転免許証を返納した65歳以上の高齢者に対し、無料で
ももたろう号を利用できるチケットを配付することで、交通
事故の防止および生活の満足度を高めることを目的とし
た事業を展開する。

2 観光プロモーション事業 基礎交付 4,017,600
総合戦略のKPI
達成に有効で
あった

ふるさとかるたの配布は、高校の生徒に町を知ってもらうこ
とができ、教育の一環として効果がある。高等学校へ毎年
配布を行い、各生徒に配布すべきでは。
新春ふるさとかるた大会を続けて今年５年目となる。この事
業も地方創生の事業の一環としていただけないか。

実績値を踏まえた事業の今後について

指標

1 田原本町総合戦略策定事業 基礎交付 8,996,400


